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栄南中学校進路通信 第１５９号

発行日：令和 ７年 １月２１日

発行： ３学期がはじまって１週間が過ぎました 」進路係「 。

いい日旅立ち

倍 率
前号の進路通信でお知らせしましたように１月２７日（月）に北海道教育委員会のＨＰにて、

道立高校及び市立高校の出願状況（いわゆる「倍率 ）の発表があります。」

倍率についてよくわからない生徒もいると思いますので、紹介します。

（例）倍率１．３倍の場合
「 」意味です。１．３人に１人が合格し、０．３人が不合格となる。

しかし、人間が１．３人ということはあり得ませんので、１０倍しましょう。

「 」と考えるとよいでしょう。１３人に１０人が合格し、３人が不合格となる。

高倍率だと不合格が増え、合格する生徒の割合が少なくなるので、不安なことでしょう。しか

し、実力をつけ、入試当日にその力を発揮すれば、おそれることはありません。

例えば、北海道マラソンでは、毎年、１７，０００人近くの一般市民ランナーが参加します。

しかし、優勝を目指す招待選手達は、どれだけたくさんの一般市民ランナーが参加されてもそ

れほど気にしないと思います （トップランナーは自分が優勝する確率が１／１７０００とは、。

絶対に思っていないはずです ）。

、 、 、出願校が高倍率であった場合 プレッシャーはかかると思いますが 悩んでいる時間があれば

受験勉強をした方が賢明だと思います。

よくある質問

倍率が１．０倍未満（いわゆる「定員割れ ）の場合は、全員合格しますか？」

公立高等学校の入学者選抜における志願者が定員に満たない場合の対応等について回答

高等学校は、令和６年１１月２９日付け「令和７年度札幌市立高等学校入学者選抜等

について」を踏まえ、出願者が募集人員に満たない場合は、特別の支障がない限り全員

を入学させるよう配慮すること。 札幌市教育委員会からの通知文より転記

定員割れした場合 上記の通知文からわかりますように合格する可能性は極めて高いです 道、 。（

立高校も原則として札幌市立高校と同基準となります ）。

、「 」 、 （ ） 、しかし 特別の支障がない限り の解釈として 極端に入試得点やランク 学習点 が低く

、 、 。入学後 学習についてこれないと判断された場合は 合格とならないこともあると考えられます
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●２月４日（火 、５日（水）は面接練習の学活となります。）
２月４日（火）と５日（水）は、本校としては珍しいのですが、２校時に学活があります。

内容は両日ともに面接練習を予定しており、 となり面接練習のない生徒は受験勉強（自習）

ます （自習は問題集等を各自で用意してください ）。 。

面接練習の対象生徒は下記の通りです。

①公立高校を推薦受検する生徒

②公立高校一般入試において面接が課される高校を受検する生徒

☛具体的に本校生徒が関係する高校は下記のとおりです。

個人面接‥札幌東豊、札幌工業、札幌南（定時 、三笠）

集団面接‥札幌丘珠、札幌国際情報

下記のように行う予定です。

２月４日（火）

Ａ会場（進路室を予定） 副担任Ａと公立推薦受検する生徒の半数と面接練習

Ｂ会場（学年室を予定） 副担任Ｂと個人面接のある公立一般受検する生徒の半数と面接

練習

Ｃ会場（２多目を予定） 副担任Ｃと集団面接のある公立一般受検する生徒全員と面接練

習

２月５日（水）

Ａ会場（進路室を予定） 副担任Ｂと公立推薦受検する生徒の半数と面接練習

Ｂ会場（学年室を予定） 副担任Ｃと個人面接のある公立一般受検する生徒の半数と面接

練習

Ｃ会場（２多目を予定） 副担任Ａと集団面接のある公立一般受検する生徒全員と面接練

習

つまり、

、 。公立高校を推薦受検する生徒 ‥４日 ５日のいずれかに１回だけ練習を行います

、 。個人面接のある公立一般受検する生徒 ‥４日 ５日のいずれかに１回だけ練習を行います

‥４日、５日と２回練習を行います。集団面接のある公立一般受検する生徒

練習のある生徒は、進路通信１４３号（１２月１０日発行）に記した１８の質問事例の回答を

準備しておきましょう。

昔は自然現象ではなく、超常現象とさていた現象◎ｃｏｆｆｅｅ ｂｒｅａｋ

昔は自然現象ではなく、超常現象とさていた現象が多々あります。

代表的な現象は「雷」です。雷は「神鳴り」ともいわれ、ギリシア神話では神の興す超常現

象とされておりました。

日本でも雷神と呼ばれる神をまつっている寺社も存在しますね。

同様に「風」も超常現象とされておりました。日本（ 古事記 ）ではイザナギとイザナミ「 」

の間に生まれたとされるシナツヒコは風の神とされております。

雷神同様、風神と呼ばれる神をまつっている寺社も存在しますね。


